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19。冗談を冗談として受け取 1（．60） 王　（。60）　　　　　　　　　1　（．72） III（．61） III（．53）
20．他人の中に入って行くの 1（．74） 1　（．77）　　　　　　　　　1　（．79） III（．66） III（．70）
21。わからないことは質問し 1　（．50）　　　　　　　　　1　（．44） 1（．41） 1（．47）
22．期待されている以上のこ 1至1（．58） III（．58）　　　　　　　　　夏II（，55） 1（．48） 1（，61）
23．その場の状況を判断しな III（．41） 1（．42）
24．約束したことは守りとお 1至（．52） II（．60＞ II（．47） 王1（．49）
25。骨のおれる仕：事でも快く III（，44） IH（．72）　　　　　　　　　夏II（．41） 1至（．53） II（。48）
26。自分のあやまちを素直に II（．44）　　　　　　　　　1　（．45） ！1（．50）・
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①入学時 ②卒業時 ③入学時 ④卒業時 ①×② ③×④ ①×③ ②×④
SWl 19．4 14．2 24．7 17．6 3．98＊＊ 6．08＊＊ 3．86＊＊3．Ol＊＊
Sw Sw2 4．0 4．1 3．1 5．1 0．11 3．42＊＊ 1．53 1．55
Sw　3 2．0 L7 3．1 2．2 0．67 1．88 2．01＊ 1．21
Sb　1 2．2 5．2 2．1 2．3 4．50＊＊0．49 0．31 5．29＊＊
Sb Sb　2 13．1 15．0 5．1 6．9 1．57 2．62＊＊ 8．46＊＊8．90＊＊
Sb　3 13．3 15．5 8．7 8．9 1．78 0．14 4，44＊＊ 6．95＊＊
Ch　1 6．8 8．3 9．7 lL2 1．69 1．64 3．19＊＊ 3。15＊＊
Ch Ch　2 1．7 2．2 4．8 4．6 1．08 0．31 5。13＊＊ 4．17＊＊
Ch　3 1．1 1．3 0．9 1．2 0．66 0．94 0．52 0．4ユ
Sal 6．1 4．4 2．4 3．1 2．20＊ 1．53 5．62＊＊2．29＊
Sa Sa2 7．7 8．7 9．3 9．2 1．04 0．17 L70 0．53
Sa3 9．7 5．9 7．8 4．9 4．14＊＊ 4．07＊＊2．07＊ 1．40
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図5　肯定的イメーージ（○印の項目）
図6　否定的イメージ（×印の項霞）
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　0印をつけられた項目，すなわち秘書の特性を示していると最も多く支持されたのは，秘書専
攻では2回とも圧倒的にSb（秘書職務上の態度）である。これは，文学科には見られない結果で
ある。また，逆にCh（秘書個人の性格特性）は，秘書専攻では少なく，文学科に多くなっている。
秘書専攻の入学時と卒業時の比較では，Sw（秘書職の概要）が増加し，　Sa（秘書個人の能力）が
減少している。
　短大の秘書教育は，接遇，文書管理や企業実習などの実務的なものと，秘書理論や事例研究な
どの講義から成っている。今回の調査で，秘書専攻の学生は，文学科の学生に比べて1入学時か
ら秘書を職業として意識しているため，より具体的な秘書のイメージを持ち，卒業までにさらに
その傾向を強くしていることがわかった。特に『秘書職務上の態度』の中の「機緻性」と「責任
感」については，秘書を目指す学生が入学以前に知識として獲得している可能性を示しており，
「機密保持」もまた卒業までに有意に強く認識されるようになる。これは，2年間の秘書教育に
よって習得しなければならない現実的な課題が一層鮮明になったためと考えられる。またこのこ
とは，秘書教育を受けていない文学科の学生のイメージが概念的な『秘書職の意義』や『秘書個
人の外見や性格』などの項目に集まっていることからもうかがえる。
6．　おわりに
　本論のはじめに述べたように，この一連の研究は，秘書の専門教育がどのような形で学生の身
についていくのかを分析することであり，それは教育する側にとって意義があるのではないかと
考えたことに由来する。秘書としての適【生，あるいは秘書に対するイメージを手がかりに，調査
・分析してきた成果を，ここで改めて簡単にまとめて述べておきたい。
　まず，秘書専攻の学生のパーソナリティ構造を把握するために，Y－G性格検査を実施した。
その12画面の観点から捉えた場合，得られた結果には専攻間の差がなく，学生一般のパーソナリ
ティ像と考えられる。つまり，現代の女子学生は抑うつ性が小さく，のんきで，支配性が大きく，
思心的にも社会的にも外向的である，というパーソナリティ傾向を持っている。ただし，5類型
から見た場合は，秘書専攻学生は文学科の学生に比べて，情緒不安定で社会的に不適応の傾向が
あることが認められた。
　次に，秘書のパーソナリティ適性を学生本人に5件法で自己評価させた。その結果，①秘書を
専攻した学生は，秘書のパーソナリティ適性を相対的に持ち合わせて入学している。②2年間の
秘書の専門教育によって，適性の向上が認められたとは言い難い。③秘書専攻の学生が考える秘
書のパーソナリティ特性は，外向性，責任感，自己統制の3因子で説明される。
　さらに形容詞対の評価から，学生が持っている秘書のイメージをSD法により検討した。秘書
専攻の学生と文学科の学生との間で，ほとんどの項目に有意差が見られ，秘書専攻学生の方が明
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るいイメージで捉えている。秘書専攻学生の入学時と卒業時の違いは，入学した時点で抱いてい
たあこがれとしての秘書イメージが，2年間の教育によって，良いことも悪いことも具体的なイ
メージとして再構築されたことである。また，秘書入学時の第1因子は「親近感」と「期待度」，
秘書卒業時の第1因子は「秘書の基本的資質」である。
　最後に，20答法を応用した秘書についての自由記述の結果から，文学科の学生に比べて，秘書
専攻学生は入学時からかなり具体的な秘書のイメージを持ち，卒業までにさらにその傾向を強く
していることがわかった。特に強く認識されるようになるのは，　「機密保持」である。これは，
2年間の秘書教育によって習得しなければならない現実的な課題が一層鮮明になったためと考え
られる。
　以上で，平成4年度城西大学研究奨励金交付に伴う研究『「秘書」イメージに関する発達的研
究』についての全研究成果の公表を終えることにする。
〈引用文献〉
（1）　全国短期大学秘書教育協会・編：『秘書学概論』。紀伊國屋書店，1988。
（2）森田義宏・服部美樹子：『秘書適性の研究（1）一秘書職志望とパーソナリティの関係一』。梅花
　　　　短期大学紀要，38，1990。
（3）　井上正明・小林利宣：『日本におけるSD法による研究分野とその形容詞対尺度構成の概観』。
　　　教育心理学研究，33，3，1985。
（4）星野　命：『20答法』。詫摩武俊（監修），パッケージe性格の心理6，ブレーン出版，1986。
「秘書」のイメージに関する研究 107
平成4年度城西大学研究奨励金交付に伴う研究成果一覧
　　　　　「秘書」イメージに関する発達的研究
（1）和田美知子・藤田主一・堀江　光：『秘書専攻学生のパーソナリティ構造について
　　　　一特に，Y－G性格検査に基づいて一』……・………・・………秘書学研究誌，9s！993．
（2）和田美知子・藤田主一・堀江　光：『秘書適性と教育の効果に関する研究』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　……・………・…城西大学女子短期大学部紀要，ll－1，1994．
（3）藤田主一・和田美知子・堀江　光：『秘書教育による秘書イメージの変容について』
　　　　　　　　　　　　　　　　………・………・・……城西大学女子短期大学部紀要，11－1，1994．
（4）藤田主一・和田美知子・堀江　光：『秘書専攻学生のパーソナリティ構造について（II）
　　　　一特に，専攻間の比較を中心に一』………………・……・…・…秘書学研究誌，10，1994．
（5）和田美知子・藤田主一・堀江　光：『秘書におけるパーソナリティ適性と
　　　　教育の効果との関係について』…………………城西大学女子短期大学部紀要，12－1，1995．
（6）藤田主一・和田美知子・堀江　光：『秘書のパーソナリティ適性と教育の効果
　　　　一特に，秘書専攻学生の心理構造について一』
　　　　　　　　　　　　　　　・平成4年度城西大学研究奨励金交付に伴う研究成果報告書，1995．
（7）和田美知子・藤田主一・堀江　光：『秘書の肯定的イメージと否定的イメージ』
　　　　　　　　　　　　　　　　　……一一……・…・城西大学女子短期大学部紀要，13－1，1996．
（8）藤田主一・和田美知子・堀江　光：『「秘書」イメージの測定と方向性』
　　　　　　　　　　　　　　　　　………・一……・………・一秘書学経営実務研究誌，11，1996．
（9）和田美知子：『秘書のイメージと教育との関係について』
　　　　　　　　　　　　　　　　　・……一………・・……一日本応用心理学会第63回大会，1996．
（10）藤田主一・和田美知子・堀江　光：『秘書教育が秘書イメージに及ぼす効果』
　　　　　　　　　　　　　　　　　……・…・………・……………秘書学経営実務研究誌，12，1997．
（11）和田美知子：『秘書イメージに及ぼす教育の影響』
　　　　　　　　　　　　　　　　　……・……一…・・……一・日本応用心理学会第64回大会，1997．
（12）和田美知子・藤田主一・堀江　光：『「秘書」のイメージに関する研究』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　………城西大学女子短期大学部紀要，15－1，1998，
